
町
内
の
事
業
所
に
入
社
１
年
～
３

年
の
方
々
を
対
象
と
し
た
教
育
講
習

会
が
４
月
17
日
（
金
）
産
業
会
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
29
名
の
方
々
が
参
加
し

て
社
会
人
の
心
得
や
、
電
話
の
対
応

な
ど
熱
心
に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

午
前
は
、
斜
里
町
役
場
北
雅
裕
総

務
部
長
を
講
師
に
迎
え
、
斜
里
町
の

歴
史
か
ら
自
然
、
産
業
な
ど
の
概
要

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
キ
ャ
プ
ラ
ン
㈱
の

南
ま
す
代
講
師
に
よ
る
、
挨
拶
の
仕

方
・
言
葉
遣
い
等
、
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
を
実
技
を
交
え
な
が
ら
行

わ
れ
、
友
人
と
話
す
の
と
は
全
く
違

う
、
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
の
対
応
な
ど
に

緊
張
し
な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
に
受

け
答
え
し
て
い
ま
し
た
。

工
業
部
会
主
催
の
作
業
免
許
取
得

の
技
能
講
習
会
は
４
月
11
日
よ
り
斜

里
自
動
車
学
校
を
会
場
に
車
両
系
建

設
機
械
（
整
地
等
）
・
玉
掛
け
・
小

型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
３
コ
ー
ス
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
車
両
系
建
設
機

械
（
整
地
等
）
の
実
技
講
習
で
は
中

田
建
機
㈱
の
協
力
に
よ
り
、
講
習
用

重
機
及
び
資
材
の
提
供
を
受
け
実
施致

し
、
各
コ
ー
ス
を
受
講
し
た
全
員
が
、

作
業
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

安
全
又
は
衛
生
の
た
め
の
教
育
技

能
講
習
修
了
後
、
お
お
む
ね
５
年
経

過
し
た
方
を
対
象
と
し
た
車
両
系
建

設
機
械
（
整
地
等
）
・
玉
掛
け
・
小

型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
４
つ
の
「
安
全
衛
生
教
育
講

習
会
」
の
、
事
前
申
し
込
み
を
５
月

８
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み

が
10
名
以
下
の
場
合
、
講
習
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
車
両
系
建
設
機
械

解
体

用
つ
か
み
機
の
特
例
講
習
を
６
月
22

日
に
実
施
予
定
で
す
。

こ
の
特
例
講
習
は
、
平
成
27
年
６

月
末
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
に
受
講
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
特
例
講
習
も
受
講
者
が
30
人
に

満
た
な
い
場
合
中
止
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
５
月
11
日
ま
で
。

詳
し
い
、
受
講
資
格
等
は
商
工
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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社
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習
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―
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作

業

免

許

技

能

講

習

会

を
開
催
し
ま
し
た

安
全
衛
生
教
育
講
習

の
ご
案
内

日
本
政
策
金
融

公
庫
普
通
利
率

４
月
10
現
在

※
返
済
期
間
、
保
証
人
・
担
保
の

有
無
等
に
よ
り
利
率
は
異
な
り
ま
す

１.３０％～
３.１０％

真剣な眼差しで講義を聴く新入社員達

受講生を前に挨拶する山本工業部会長



平
成
27
年
度
商
工
会
青
年
部
通
常

総
会
が
、
４
月
16
日(

金
）
藤
苑
に

て
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
平
成
27
年
度
事

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
・
青
年
部

規
約
の
改
正
な
ど
議
案
す
べ
て
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
青

年
部
規
約
の
一
部
改
正
で
は
、
青
年

部
員
資
格
の
年
令
が
満
40
歳
ま
で
が

満
45
歳
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

本
総
会
で
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

青
年
部
長
に
久
野
堅
太
郎
君
を
選
出

し
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
、
久
野
新

部
長
が
就
任
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

り副
部
長

植
村
昌
明
、
中
村
健
太
郎
、

理
事

多
田
幸
広
、
分
銅
幸
太
、
大

野
浩
輝
、
杉
山
和
之
、
沢
田
正
弘
、

今
野
佳
幸
、
監
事

音
無
悟
、
安
藤

賢
生平

成
27
年
度
商
工
会
女
性
部
総
会

は
４
月
18
日(

土)

藤
苑
に
て
開
催
さ

れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
も
役
員

改
選
期
と
な
り
、
片
山
真
弓
部
長
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
役
員
は
、
次
の
と
お
り
、

副
部
長

小
池
益
子
、
佐
野
祐
喜
子
、

武
藤
香
苗
、
理
事

飯
田
貞
子
、
高

橋
和
子
、
大
橋
洋
子
、
太
田
順
子
、

村
上
涼
子
、
大
槻
紀
美
恵
、
安
藤
美

智
子
、
今
智
子
、
伊
藤
憲
子
、
監
事

野
尻
直
美
、
森
元
千
嘉
子

今
年
で
第
５
回
目
を
迎
え
る
知
床

Ｓ
１
自
慢
ま
つ
り
２
０
１
５
が
、
５

月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
２
時
30
分
ま
で
、
道
の
駅
う
と
ろ

シ
リ
エ
ト
ク
前
特
設
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

今
年
は
、
20
ブ
ー
ス
で
、
地
元
食

材
を
生
か
し
た
逸
品
の
提
供
や
観
光

Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
舞
台
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入

・
プ
テ
ィ
フ
ー
ル

笹
原

久
仁

・
エ
ス
企
画

佐
藤

雪
雄

脱
退

・
あ
お
ば
美
容
室

西
山
香
穂
美

・
犬
伏
商
店

犬
伏

常
昭

・
可
児
商
店

可
児

哲
子

・
ス
ナ
ッ
ク
花
壱

松
澤

利
明

・
㈲
シ
ス
テ
ム
事
務
機桜

井

茂

５
月
１
日
現
在
会
員
数
357
名

採
用
職
員

人
事
交
流
に
よ
り
、
奥
尻
商
工
会

よ
り
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

・
新
規
採
用
職
員

会
員
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
職
員

平
成
19
年
４
月
か
ら
８
年
間
勤
務

致
し
ま
し
た
、
鈴
木
克
典
職
員
は

３
月
31
日
に
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
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会
員
の
状
況

職
員
人
事
の
お
知
ら
せ

商
工
会
通
常
総
代
会
は

５
月
19
日
（
火
）
で
す

平
成
27
年
度
通
常
総
代
会
は
、
５
月

19

日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
産

業
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

総
代
の
皆
様
は
、
議
案
書
を
持
参
の

上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

久

野

堅

太

郎

部

長

を

選

任

青

年

部

通

常

総

会

新
年
度
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

女

性

部

通

常

総

会

Ｓ
１
自
慢
ま
つ
り

吉野駿平記帳指導職員 佐々木恵一経営指導員

総会開会の挨拶をする音無青年部長


